
本号掲載要旨 

 

 
(報文） 

島根半島沖産アカアマダイの年齢査定手法についての

検討 

松本洋典 

アカアマダイのAge-Length Keyを作成する場合には，

多数の魚体測定および年齢査定の処理が必要で，特に

年齢査定には高い正確性が求められる．年齢査定の手

法には表面法と横断面法の２つがあり，高齢魚の査定

結果の信頼性は横断面法が優れているが，表面法は試

料処理が容易で効率的である． 

島根半島沖で漁獲されたアカアマダイについて２つ

の手法を検討したところ，雌は概ね全長300mm未満，

雄では 350mm 未満の個体は表面法と横断面法によっ

て計数された輪紋数に差異は認められなかった．この

ことから，この全長を基準として，基準未満の個体は

表面法で，それ以上の大きさの標本については横断面

法によるものを査定結果とすることにより，年齢査定

作業の効率化と正確性を確保できると考えられる． 

 

(資料） 

宍道湖におけるシラウオの水深別産卵，発生，ふ化，

仔稚魚および成魚の分布 

石田健次・福井克也 

宍道湖におけるシラウオの産卵，発生，ふ化，仔稚

魚および成魚の分布状況を調査した．産卵盛期は３月，

４月で，産卵基盤が砂粒の秋鹿，来待沖で産卵数が多

かった．産出間もない卵は1月に来待で，２月には湖

内全域で出現した．３月にはふ化が近い卵が出現し，

５月には卵が採集されない地点が増加した．ふ化が近

い卵は浅場より水深２～３mの深場に多かった．水槽

飼育試験によると，砂礫に埋もれた受精卵は死滅する

可能性が大きいと推察され，産卵場となっている砂質

のシジミ操業水域（水深２～４ｍ）における保護対策

の実施が望ましいと考えられた．仔稚魚は７月頃まで

浅場が主な生息場となっており，湖心部では８月以前

の採捕はみられなかった．９月以降のシラウオは成長

に伴い湖深部を含む沖合へ移動・分散すると考えられ

た． 

 

宍道湖ヤマトシジミ生態系モデルの仕様について 

内田 浩・畑 恭子・村山達朗・勢村 均・清川智之 

宍道湖保全再生協議会の指示により作成した宍道湖

ヤマトシジミ統合モデルの内、餌環境の変化に対応す

るヤマトシジミの成長を考慮した生態系モデルの仕様

の報告。 

ヤマトシジミの資源量変動要因は起因した餌環境

（植物プランクトン）の違いとし、初期値は６月と10
月に行う資源量調査結果、生残は自然および漁獲死亡、

カモにより被食、水揚げされない漁獲死亡とした。資

源への新規加入、成長を考慮したモデルとなっている。 

パラメータは仮定に基づいて設定している数値もあ

り、計算結果は実測値との差異がある。今後、これら

の課題を解決して、モデルの精度向上を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集を終えて 

 

挿絵作家 くま えみこ 

 

 

2017 年、冬。私が初めて天野さんにお会いした

時は、すでに禁漁の時期に入っていた頃だった。

その頃、天野さんは絵画制作の最中で、部屋の中

には描きかけの大きい絵画があった。その風景の

中で印象的だったのは、「筆立て」である。その「筆

立て」はプラスチック製のパイプを７～10ｃｍ程

に切って立てたものだった。それが幾つも立てて

あり、それぞれに色名を記し、色ごとに筆を使い

分けているのだとわかった。この「筆立て」を見

ただけでも、天野さんが如何に工夫好きで、好奇

心と探究心の持ち主であるかが見て取れた。 

私は天野さんの絵画から、生きている鮎を描く

には、川の中の鮎を、常に鋭く観察していること

が何より重要だ、と思い知った。天野さんは描く

ために観察しているわけではなく、鮎と共に生活

をし、鮎の存在が身体や心に染み込んでいるから

こそ、滲み出るように鮎を描くことができるのだ。

それはどのような絵を描く場合でも同じである。

絵画とは自己顕示ではなく、題材から「描かされ

る」ものだと、私は実感した。 

鮎を獲ることが鮎漁ではあるが、「鮎を想う」天

野さんの考え方はとても興味深い。鮎が生活しや

すい環境を残したい、そのような想いは鮎漁をし

ているものだけでなく、その町に暮らすもの、さ

らには川の上流部に住むもの、山の保護に関わる

もの、全員で取り組んでいかなければならない問

題なのだと思う。 

私の母校、高宮町立川根小学校（現、安芸高田

市立川根小学校）には、在校当時「わかあゆ学習」

という課外授業があった。週に一度の１時間目か

ら４時間目の「わかあゆ学習」は、１、２年生時

は「牛飼い」、３，４年生時は「川漁」、５，６年

生時は「炭焼き」という授業内容だった。私の世

代はいわゆる「ゆとり世代」の一歩手前ではある

が、川根小学校が独自の授業を行っていたことは、

町外に出て初めて気がついた。将来この町に残り、

町の仕事を伝承してほしい、という思いが込めら

れた教育内容であったのではなかろうか。当時、

小学生の私はもちろんそのようなことは考えては

いなかったが、教室の外に出られる「わかあゆ学

習」はとても楽しみなものだった。この時の川漁

の授業では、早朝に先生、親たちと出かけ、仕掛

けておいた刺し網を取りに出ることもあった。（親

になった今考えると、親も大変だっただろう…）

ウナギが獲れたことは今でも印象に残っている。

綿糸で刺し網を一から編んで作る授業もとても楽

しかった。 

町外に出て、地元川根には在住していない私だ

が、このようなお仕事をいただけたのは「わかあ

ゆ学習」のおかげではないかと思う。今では考え

られないような授業内容を組んで下さった方に、

この本を是非読んでいただきたいと願う。 

私がこの仕事に取り組んだのは 35 歳。天野さん

が川漁を再スタートされた 35 歳と同じ年である。

エッセイの中で「35 才くらいまでに出来るだけ多

くの仕事を体験したい。それから生き方を考えて

も遅くない。」とあり、私はこの言葉にとても勇気

付けられた。私も色々な仕事をしてきて、天野さ

んと同じような思いで取り組んできたので、「これ

で良かったのだ」と感じると同時に、この度の「我

が鮎獲り物語」の仕事によって新たな道が開けた

気がした。 

最後に、忍耐強く私の質問に答えてくださった

天野さん、信頼して仕事をお任せくださった今井

さん、この仕事を紹介してくれた父、何度も取材

に同行してくれた母、文章の校閲を手伝ってくれ

た義姉、そして、多大な協力をしてくれた息子と

夫に感謝申し上げる。 
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